
せいめい望遠鏡の共同利用開始 2019年3月16日＠法政大学
長田哲也（京大理）

2018. 9月から ドーム LED、月、 北極星、カペラ等の光を焦点面に

12.12 星像モニタカメラ で分割鏡の角度調整

（エンジニアリグ ファースト ライト）

12.19 分割鏡の自動調整試験

12.25 対称に近い星像を得る

2019. 1.18 副鏡調整

1.23 光軸調整はひと段落 FWHM は 2.2 秒角、

ハルトマン定数（の 2倍）は 1.5 秒角に

2月からエッジセンサ取り付け、

主鏡制御プログラム とエッジセンサで制御試験

2.28 KOOLS-IFU でサイエンティフィック な初観測 炭素星BM Gem

―――――――――――――――――――

3.22－ 6.11 共同利用プログラム割付 http://seimei.nao.ac.jp/



●直径3.8mの凹面
●18枚の分割鏡
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ここから、2019.2.20記者発表のスライドを6枚



2018.7.13 

18枚の最後の1枚設置の

写真

せいめい望遠鏡の光学系：完成し、設置した鏡

主鏡
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FWHM半値幅（半値全幅とも言う） 2秒角あまりを達成している

木野勝 助教
（光学系・制御系など）



試験用のCMOSイメージセンサでの簡易画像

https://en.wikipedia.org/wiki/

Trapezium_Cluster#/media/
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15秒角の視野

ファイバー
127本

波長分解能
1000での分光

ファイバーバンドル

観測装置 ファイバー型 可視光 面分光装置
KOOLS-IFU



J型炭素星 BM Gem せいめいKOOLS-IFUスペクトル

2019.2.28 泉浦、大塚

ここから3枚は、2019.2.28の試験観測の あくまでpreliminaryな data



• BM Gemの6150Åより長波長側のスペクト

ルのばたつきは、ノイズでなく分子バンド
フィーチャー。短波長側はノイズが支配的。

• BM Gemに12C13Cのバンド（赤３）と、１３Ｃ
Ｎのバンド（赤４）が見えている。

• BM Gemはシリケイト炭素星のプロトタイプ。

• １，２，３： Ｃ２バンド

• ４，５： ＣＮバンド

Ｊ

Ｎ

BM Gem
Ｊ、シリケイト

3.9m AATの2dFでとられた
（分解能2000）
マゼラン雲のJ型、N型炭素星

泉浦



大塚

SED



β Gemでシャックハルトマンを使って分割鏡を調整し、制御目標に設定。 2019.3.13(水)夜
録画開始後に制御をOFFにしてβ Gemからθ Gemへ移動。
移動完了後にエッジセンサだけを使って制御を再開。

2019年3月中旬に到達した状況 の 動画
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ワークショップ
2019.10.21-24

慶應
1) 伝統ある国際会議シリーズの
一つ

2) 毎回100人強が参加する、
規模の大きな国際会議

3) 3-4年に一回、米、欧、アジア
持ち回りで開催しており、
今回で丁度10回目になる

4) Galactic Centerのみならず、
幅広い分野からの参加を歓迎

http://aysheaia.phys.keio.ac.jp/
GCWS2019/index.html


